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こんなことが決まりました
一般質問の発言者
一般質問の内容について
常任委員会の審査報告
各会派の視察報告
議会運営委員会の視察報告
臨時議会の報告
議員研修会の報告
小野市研究発表会に参加しました
議会の傍聴にお越しください
議会の動き

・　 坂 純 子　・川 名 善 三

・藤 原 　 章　・加 島 　 淳

・小林千津子　・山 本 悟 朗

・前 田 光 教　・藤 本 修 造　

高

12月定例会終わる12月定例会終わる

か しま じゅんふじ わら あきら

こ ばやし づ こち やま もと ろうご

まえ だ みつ のり

かわ な ぞうよしたか さか こじゅん

ふじ もと しゅう ぞう
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12月
定例会
12月
定例会
12月
定例会
12月
定例会
12月
定例会
12月
定例会

小野市議会だより

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
（
反
対
討
論
あ
り
）

　
平
成
２３
年
９
月
３０
日
の
人
事
院
勧
告
に

基
づ
い
て
、
給
与
を
平
均
０
・
２
３
％
引

き
下
げ
（
医
師
を
除
く
概
ね
４０
歳
以
上
）、

１２
月
期
の
期
末
手
当
で
減
額
調
整
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
給
与
構
造
改
革
の
実
施

日
（
平
成
１８
年
４
月
１
日
）
以
前
の
給
料

月
額
の
現
給
保
障
を
平
成
２４
年
度
は
半
減

さ
せ
、
平
成
２５
年
度
か
ら
廃
止
す
る
た
め

の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

　
期
末
手
当
の
支
給
基
準
が
１２
月
１
日
で

あ
り
、
減
額
に
係
る
改
正
で
あ
る
た
め
、

そ
れ
よ
り
以
前
の
１１
月
３０
日
に
改
正
を
行

お
う
と
す
る
も
の
。

小
野
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
支
給
対
象
者
に
生

計
同
一
等
の
兄
弟
姉
妹
（
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
又
は
祖
父
母
の
い
ず
れ
も
存
在

し
な
い
場
合
に
限
る
。）
が
加
え
ら
れ
た

こ
と
に
伴
う
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

小
野
市
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
国
宝
浄
土
寺
周
辺
に
「
浄
土
寺
前
広
場
」

と
し
て
公
園
を
整
備
し
、
そ
の
公
園
内
に

「
き
よ
た
に
い
っ
ぷ
く
堂
」
を
整
備
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

北
播
肢
体
不
自
由
児
機
能
回
復
訓
練
施
設

事
務
組
合
わ
か
あ
ゆ
園
の
共
同
処
理
す
る

事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に

お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉

施
設
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お
い
て
障
害

者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
第
５
条

の
規
定
に
よ
り
児
童
福
祉
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、「
肢
体
不
自
由
児
施
設
」
が
「
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
改
正
さ
れ
た

こ
と
及
び
「
共
同
処
理
す
る
事
務
」
に
つ

い
て
の
改
正
を
行
う
た
め
、
組
合
規
約
を

改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

新
都
市
中
央
線
整
備
事
業
工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て

工
事
名
　
新
都
市
中
央
線
道
路
改
良
工

　
　
　
　
　
事
（
そ
の
４
）

相
手
方
　
神
戸
市
中
央
区
港
島
港
町
３

　
　
　
　
　
丁
目
３
番
地
の
２

　
　
　
　
　
株
式
会
社
森
長
組
関
西
支
店

　
　
　
　
　
取
締
役
支
店
長
　
的
　
伸
治

契
約
金
額
　
１
億
５，

８
０
２
万
５
千
円

培崎
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公共交通活性化事業経費
　小型バス購入、バス実証運行費

粟生駅待合室整備事業
　地域の夢推進事業の活用

子ども手当支給経費
　法律施行に伴うシステム改修

浄谷地域交流施設整備事業
　施設整備工事

現年発生災害復旧事業�
　台風１２号・台風１５号による農林施設災害復旧

太陽光発電設置等助成経費�
　５０件分追加（平成２３年度見込　１５０件）

災害補償経費
　東日本大震災による消防団員等公務災害補償に
　係る掛金の増

小野東小学校校舎整備事業�
　実施設計委託料　５０，０００千円�
　工事請負費　　　４００，０００千円

内　　　　　　　容 補正額 補正後

１０，６５０

８，０００

２，３９０

９，０００

３１，０００

５，０００

１５，９６０

４５０，０００

担当課

２１，６５０

８，０００

１，２２１，６４７

６６，３００

３１，００３

１５，０００

１７，９６６

４５０，０００

追加

新規

追加

追加

新規

追加

追加

新規

(単位：千円）平成２３年度　一般会計１２月補正予算概要

小野市議会だより

総合政策部

総合政策部

子育て支援課

産 業 課

産 業 課

市民安全部

消 防 本 部

教育総務課

　今回の補正予算は、北播磨総合医療センターへのアクセス利便性の向上を見据えた交通体
系構築のためのコミュニティバスの追加と、粟生駅待合室の新設による公共交通機能の更な
る充実、市民の省エネ・自家発電意識の高まりに呼応した太陽光発電設備助成の追加（５０基分）
などです。
　この他に、国の平成２３年度補正予算（第３号）により創設された緊急防災・減災事業を活
用した市立小野東小学校の校舎整備事業費で、学校整備事業中期計画を前倒して、財政的に
有利な補正予算債と国庫補助金を活用して校舎の耐震化・大規模改造を施工するため、実施
設計費及び仮設校舎建設費用を追加補正しました。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

小
野
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て　
小
野
市
教
育
委
員
会
委
員
の
貝
原
　
一

氏
の
任
期
が
、
平
成
２３
年
１２
月
１６
日
で
満

了
と
な
る
た
め
、
そ
の
後
任
と
し
て
小
林

道
美
氏
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

３０
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
こ
の
意
見
書
は
、
採
決
の
結
果
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
小
野
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

補
　
正
　
額
　
８
２，
０
０
０
千
円
　追
加

補
正
後
総
額
　
２
０，
３
７
４，
６
０
０
千
円

平
成
２３
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

補
　
正
　
額
　
４
５
０，
０
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
２
０，
８
２
４，
６
０
０
千
円
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市議会HP内の「市議会ビデオライブラリ」から
も、議会の様子をご覧いただけます。

HPアドレス：http://www.city.ono.hyogo.jp/̃gikai/

平成23年

12月定例会
平成23年

12月定例会
平成23年

12月定例会
平成23年

12月定例会

(一般質問・質疑は発言した議員が編集しました)

　
坂
純
子
議
員

・
小
野
東
小
学
校
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
　

・
お
の
恋
ホ
ル
モ
ン
焼
き
そ
ば
と
地
域
活
性
化
に

　
つ
い
て

川
名
善
三
議
員

・
学
校
に
お
け
る
放
射
線
教
育
に
つ
い
て

・
不
育
症
に
つ
い
て

藤
原
　
章
議
員

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
と
農
業
等
の
対
策
に
つ
い
て

・
技
能
職
者
表
彰
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

加
島
　
淳
議
員

・
神
戸
電
鉄
粟
生
線
に
つ
い
て

・
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
し
た

　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

小
林
千
津
子
議
員

・「
地
域
の
災
害
対
策
に
女
性
の
視
点
を
」
に
つ
い
て

・
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
充
実
に
つ
い
て

山
本
悟
朗
議
員

・
環
境
衛
生
問
題
に
つ
い
て

・
９
月
の
台
風
時
の
対
応
と
、
被
害
発
生
現
場
の

　
復
旧
状
況
に
つ
い
て

前
田
光
教
議
員

・
小
野
市
い
じ
め
等
防
止
条
例
に
つ
い
て

・
小
野
市
の
Ｐ
Ｒ
施
策
に
つ
い
て

藤
本
修
造
議
員

・「
お
の
恋
ブ
ラ
ン
ド
」
確
立
の
戦
略
に
つ
い
て

・「
認
知
症
・
う
つ
　
相
談
・
支
援
マ
ッ
プ
」
に

　
つ
い
て

（大縄跳びをする下東条小学校の児童たち）

小野市議会だより

高朞



５

川
名
善
三
　

議
員

公
　
明
　
党

小
野
東
小
学
校
の
建
て
替
え
に
つ

い
て

　質
問
　
改
築
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

　答
弁
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
４
名
、
学
校
評
議
員

４
名
、
学
識
経
験
者
１
名
、
東
小
学
校
管

理
職
２
名
の
１１
名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

本
年
９
月
２７
日
に
初
め
て
開
催
し
、
月
１

回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。
　（
市
当
局
）

　質
問
　
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

　答
弁
　
学
校
の
改
築
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

剥
が
れ
る
な
ど
外
観
上
は
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
耐
震
で
は
問
題
な
く
、
耐

力
度
（
構
造
耐
力
、
保
存
度
、
外
力
条
件
）

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
耐
力
が
見
込
め
、

建
て
替
え
の
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
安
全

安
心
な
学
校
と
の
評
価
で
し
た
。
ま
た
、

同
校
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
の
法

定
耐
用
年
数
４７
年
を
経
過
し
て
い
な
い
た

め
、
１５
年
〜
２０
年
先
ま
で
建
て
替
え
を
待

つ
の
か
、
国
の
第
３
次
補
正
予
算
の
補
助

制
度
を
使
っ
て
、
耐
震
補
強
を
含
む
大
規

模
改
修
を
行
う
の
か
の
選
択
と
な
り
ま
し

た
。
教
育
委
員
会
や
改
築
検
討
委
員
会
の

意
見
も
聞
き
、
検
討
し
た
結
果
、
１５
年
〜

２０
年
先
ま
で
待
つ
の
で
は
な
く
、
早
急
に

大
規
模
改
修
を
行
い
安
全
安
心
な
学
校
整

備
を
行
う
意
思
決
定
を
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
２７
年
３
月
完
成
の
予
定
で
し
た

が
、
１
年
前
倒
し
し
て
２６
年
３
月
に
は
完

成
さ
せ
ま
す
。
今
後
は
、
検
討
委
員
会
等

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

学
校
整
備
を
行
い
ま
す
。
　
　
　（
市
長
）

お
の
恋
ホ
ル
モ
ン
焼
き
そ
ば
と
地

域
活
性
化
に
つ
い
て

　質
問
　「
ホ
ル
モ
ン
焼
き
そ
ば
」
の
今
後

の
普
及
Ｐ
Ｒ
は
。

　答
弁
　
一
つ
目
は
、
全
国
へ
向
け
て
発
信

す
る
活
動
で
、
市
内
外
へ
の
イ
ベ
ン
ト
出

展
と
メ
デ
ィ
ア
へ
の
Ｐ
Ｒ
。
二
つ
目
は
、

地
域
を
対
象
と
し
た
基
盤
作
り
に
係
る
活

動
で
、
小
野
市
の
知
名
度
を
上
げ
る
と
共

に
地
域
に
観
光
客
を
呼
び
寄
せ
地
域
経
済

を
活
性
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

学
校
に
お
け
る
放
射
線
教
育
に
つ

い
て

　
来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
中
学
校
の
新

学
習
指
導
要
領
に
放
射
線
教
育
が
復
活
し

た
が
、
小
野
市
と
し
て
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

　質
問
　
必
要
性
に
つ
い
て

　答
弁
　
科
学
技
術
立
国
に
生
き
る
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
放
射
線
の
危
険
性
、
医

療
や
産
業
で
の
利
用
、
自
然
界
で
の
存
在

等
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
は
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

　質
問
　
副
読
本
の
活
用
に
つ
い
て

　答
弁
　
本
年
１０
月
、
文
部
科
学
省
よ
り
放

射
線
教
育
の
副
読
本
が
発
表
さ
れ
た
が
、

平
成
２４
年
度
よ
り
す
べ
て
の
学
校
に
配
本

を
希
望
し
て
い
る
。
本
年
度
は
、
副
読
本

の
デ
ー
タ
を
印
刷
し
必
要
に
応
じ
て
効
果

的
に
活
用
し
た
い
。
　
　
　
　（
教
育
長
）

不
育
症
に
つ
い
て

　
妊
娠
は
す
る
が
、
２
回
以
上
連
続
し
て

流
産
や
死
産
な
ど
を
繰
り
返
し
た
場
合
、

不
育
症
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
検
査
に
よ
り

不
育
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
適
切
な
治

療
を
受
け
る
こ
と
で
出
産
が
可
能
と
な
る

確
率
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
保
険
適
用

や
公
的
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　質
問
　
認
識
に
つ
い
て

　答
弁
　
市
で
は
「
母
子
健
康
手
帳
」
申
請

時
に
過
去
の
流
産
経
験
の
有
無
な
ど
を
聞

き
取
り
、
複
数
回
以
上
の
流
産
経
験
者
に

は
習
慣
性
あ
る
い
は
反
復
性
流
産
と
い
う

概
念
で
保
健
指
導
し
て
い
る
。（
市
当
局
）

　質
問
　
公
的
支
援
に
つ
い
て

　答
弁
　
本
年
４
月
の
厚
生
労
働
省
研
究
班

の
提
言
等
に
基
づ
き
、
不
育
症
に
係
る
検

査
・
治
療
費
の
医
療
保
険
の
適
用
な
ど
に

つ
い
て
議
論
が
開
始
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
議
論
を
踏
ま
え
、
国
・
県
の
今
後
の

動
向
に
注
視
し
た
い
。
　
　
　（
市
当
局
）

　答
弁
　
費
用
対
効
果
、
成
果
が
見
え
る
の
か
、

医
学
的
見
地
な
ど
を
踏
ま
え
、
不
育
症
に

対
す
る
前
向
き
な
補
助
対
象
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

小野市議会だより

高
坂
純
子
　

議
員



６

藤
　
原
　
　

章
　

議
員

日
本
共
産
党

加
島
　
淳
　

議
員

改
革
ク
ラ
ブ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
と
農
業
等
の
対

策
に
つ
い
て

　
野
田
首
相
は
、
国
民
の
大
き
な
反
対
の

中
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
「
交
渉
参
加
に
向

け
て
関
係
各
国
と
協
議
に
入
る
」
こ
と
を

宣
言
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
小

野
市
へ
の
影
響
と
、
営
農
組
合
へ
の
支
援

策
を
問
い
ま
し
た
。

　質
問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
の
市
内

事
業
所
の
輸
出
へ
の
影
響
は
。

　答
弁
　
商
工
会
議
所
の
調
査
に
よ
る
と
、

市
内
事
業
所
の
貿
易
は
対
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
が
概
ね
８
割
を
占
め
る
現
状
か
ら
判
断

す
る
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
も
大
き
な

変
化
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。（
市
当
局
）

　質
問
　
小
野
市
農
業
へ
の
影
響
は
。

　答
弁
　
小
野
市
の
農
業
産
出
額
は
約
３９
億

１
千
万
円
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
影
響

を
県
公
表
の
５
２．
５
％
で
試
算
す
る
と
、

小
野
市
の
損
失
額
は
約
２０
億
５
千
万
円
に

な
る
と
想
定
さ
れ
る
。
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
農
業
や
農
地
を
守
る
点
で
非
常
に

大
切
な
営
農
組
合
の
育
成
指
導
、
大
型
農

機
具
購
入
等
に
対
す
る
助
成
策
を
問
う
。

　答
弁
　
市
内
で
１３
あ
る
営
農
組
合
へ
の
支

援
は
、
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ

Ａ
兵
庫
み
ら
い
と
連
携
し
て
、
栽
培
技
術

指
導
・
健
全
育
成
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

大
型
農
機
具
購
入
等
に
対
す
る
助
成
策
は
、

国
や
県
の
各
種
助
成
制
度
を
紹
介
し
、
更
に
、

新
た
な
制
度
で
あ
る
「
経
営
体
育
成
支
援

事
業
」
を
活
用
し
て
助
成
し
て
い
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　技
能
職
者
表
彰
制
度
の
創
設
に

つ
い
て

　質
問
　
技
能
尊
重
の
気
風
を
浸
透
さ
せ
、

後
継
者
育
成
や
伝
統
文
化
の
継
承
・
発
展

の
た
め
に
、
技
能
職
者
を
顕
彰
す
る
制
度

を
作
る
考
え
が
な
い
か
問
う
。

　答
弁
　
技
能
職
者
表
彰
制
度
は
、
国
・
県

で
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市

独
自
の
制
度
と
し
て
、「
優
良
従
業
員
表

彰
制
度
」
が
あ
る
。
新
た
な
制
度
の
創
設

は
行
わ
ず
、
県
並
び
に
本
市
の
現
制
度
で

対
応
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

神
戸
電
鉄
粟
生
線
に
つ
い
て

　質
問
　
平
成
２４
年
度
以
降
の
神
戸
電
鉄
粟

生
線
活
性
化
協
議
会
の
取
組
み
は
。

　答
弁
　
特
に
粟
生
線
を
通
学
の
足
と
し
て

利
用
し
て
い
る
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
重

要
な
交
通
手
段
で
す
。
今
後
も
活
性
化
に

向
け
た
取
組
み
を
進
め
ま
す
。（
市
当
局
）

　質
問
　
今
後
、
粟
生
線
を
存
続
さ
せ
る
た

め
の
方
策
は
。

　答
弁
　
神
戸
電
鉄
自
ら
の
経
営
改
善
努
力

に
加
え
、
親
会
社
で
あ
る
阪
急
阪
神
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
近
隣
市
町
及
び
県
の
支

援
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
意

識
改
革
と
共
に
「
乗
っ
て
残
そ
う
未
来
の

粟
生
線
」
を
合
言
葉
に
、
実
際
に
粟
生
線

を
利
用
す
る
事
が
重
要
で
す
。（
市
当
局
）

北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

　質
問
　
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設

の
進
捗
状
況
は
。

　答
弁
　
造
成
工
事
は
１２
月
末
に
完
成
予
定

で
す
。
建
築
工
事
は
１０
月
に
入
札
が
執
行

さ
れ
、
１
月
２０
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
同
エ
リ
ア
内
に
国
立
病
院
機
構
兵

庫
青
野
原
病
院
の
移
転
計
画
が
あ
る
と
聞

く
が
、
そ
の
状
況
は
。

　答
弁
　
移
転
計
画
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
機
能
が
集
積
す
る
こ
と
は
、
こ
の
エ

リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
弾
み
が
つ

く
と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。（
市
当
局
）

　質
問
　
今
後
こ
の
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り

は
。

　答
弁
　
平
成
２２
年
１０
月
に
「
小
野
長
寿
の

郷
（
仮
称
）
構
想
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。
同
検
討
会
で
「
新
病

院
を
核
と
し
て
、
企
業
誘
致
や
住
宅
地
の

整
備
な
ど
更
に
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る

も
の
を
加
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
構
想
の
見
直
し

に
よ
り
、
新
病
院
や
新
都
市
中
央
線
の
整

備
を
契
機
に
、
こ
の
エ
リ
ア
の
開
発
は
必

ず
動
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
。（
市
当
局
）

小野市議会だより
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小
林
千
津
子
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

山
本
悟
朗
　

議
員

研
政
ク
ラ
ブ

「
地
域
の
災
害
対
策
に
女
性
の
視

点
を
」
に
つ
い
て

　質
問
　
女
性
の
視
点
に
立
っ
た
防
災
対
策
、

及
び
女
性
が
活
か
さ
れ
る
地
域
の
防
災
組

織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　答
弁
　
避
難
所
運
営
に
当
た
る
組
織
の
中

に
、
女
性
の
視
点
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

今
後
の
防
災
対
応
に
は
、
女
性
の
意
見
を

反
映
で
き
る
よ
う
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
行
政
の
意
思
決
定

の
場
に
、
女
性
が
参
画
し
て
い
る
状
況
が

必
要
で
す
。
防
災
減
災
対
策
に
は
、
女
性

の
地
域
へ
の
参
画
意
識
と
気
運
を
高
め
、

同
時
に
、
持
て
る
力
を
発
揮
し
行
動
し
て

頂
け
る
た
め
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
へ
の

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。（
市
当
局
）

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
充
実
に
つ

い
て

　質
問
　
小
野
小
学
校
で
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
は
、「
若
松
幼
稚
園
」
で
行
わ
れ
て

お
り
、
課
題
が
多
い
と
考
え
ま
す
。
子
育

て
支
援
と
教
育
環
境
充
実
の
た
め
、
専
用

の
施
設
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
中
番
小
学
校
で
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
は
、
指
導
員
が
１
人
で
あ
り
、
学
校

の
教
員
室
と
離
れ
た
場
所
で
の
実
施
と
な

っ
て
い
る
。
管
理
面
で
の
強
化
が
必
要
と

思
い
ま
す
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　答
弁
　
小
野
小
学
校
区
で
は
、
子
育
て
世

代
の
家
庭
が
増
加
し
、
学
校
内
で
の
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
開
設
の
た
め
の
余
裕
教
室

が
確
保
で
き
ず
、
若
松
幼
稚
園
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
児
童
数
の
ピ
ー
ク
が

続
く
見
込
み
で
、
学
校
の
空
き
教
室
が
あ

り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
将
来
の
コ
ミ
ニ
テ

イ
施
設
と
な
る
こ
と
も
見
据
え
、
同
校
区

に
お
い
て
、
新
た
な
施
設
を
設
置
す
る
方

向
で
考
え
ま
す
。
　
　（
市
長
、
市
当
局
）

　答
弁
　管
理
面
の
強
化
で
す
が
、
ア
フ
タ

ー
ス
ク
ー
ル
を
運
営
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

毎
年
校
長
先
生
と
面
談
し
、
利
用
児
童
の

生
活
の
あ
り
方
を
含
め
連
絡
・
連
携
の
強

化
に
努
め
て
い
ま
す
。
　
　
　（
市
当
局
）

環
境
衛
生
問
題
に
つ
い
て

　質
問
　
持
続
可
能
で
、
よ
り
優
れ
た
環
境

を
子
孫
に
残
す
観
点
か
ら
、
公
共
下
水
道

ま
た
は
農
業
集
落
排
水
処
理
区
域
内
で
未

水
洗
の
世
帯
に
つ
い
て
、
よ
り
積
極
的
な

水
洗
化
の
推
進
を
問
う
。

　
経
済
的
に
設
置
が
困
難
な
場
合
に
は
市

が
補
助
し
て
は
ど
う
か
。

　
特
段
の
理
由
も
な
く
設
置
が
な
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
は
、
勧
告
・
命
令
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　答
弁
　
環
境
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
は
市

民
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、

市
民
全
て
の
協
力
の
も
と
守
っ
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
整
備
区
域
内
の
水
洗
化
率
は
、

９３
％
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
補
助
制
度
を
新

設
し
ま
す
と
、
既
に
水
洗
化
さ
れ
て
い
る

方
に
「
不
公
平
・
不
平
等
」
感
が
生
じ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
補
助
金
制
度
の

創
設
は
現
在
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
水
洗
化
で
き
な
い
状
況
を
総
合
的
に
判

断
す
る
と
、
接
続
命
令
を
出
す
こ
と
は
難

し
い
の
が
現
状
で
す
。
未
水
洗
化
宅
へ
の

戸
別
訪
問
を
継
続
し
、
ま
た
、
地
域
と
連

携
し
な
が
ら
水
洗
化
へ
の
啓
発
や
接
続
に

向
け
た
方
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

災
害
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

　質
問
　
台
風
１２
号
及
び
１５
号
に
よ
る
被
害

発
生
現
場
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
河
川
内
に
設
置
し
た
井
堰
の
被
害
、

河
川
の
護
岸
洗
掘
、
道
路
の
法
面
崩
壊
で
、

市
や
県
が
対
応
ま
た
は
関
与
す
る
も
の
が

合
計
１８
箇
所
発
生
し
、
被
害
総
額
は
約
１

億
５
千
万
円
と
試
算
。
こ
の
う
ち
道
路
・

河
川
は
、
年
明
け
よ
り
順
次
復
旧
工
事
に

取
り
掛
か
り
ま
す
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
こ
れ
か
ら
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

問
う
。

　答
弁
　
加
古
川
及
び
そ
の
支
流
と
な
る
河

川
改
修
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

積
極
的
に
国
・
県
に
要
望
を
続
け
、
安
心

安
全
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
　
　（
市
長
）

小野市議会だより
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小野市議会だより

小
野
市
い
じ
め
等
防
止
条
例
に
つ

い
て

　質
問
　
こ
の
条
例
は
、
全
国
に
さ
き
が
け

て
制
定
し
、
平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
。
３
年
を
経
過
し
た
現
在
の
状
況
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
市
民
会
議
を
設
置
し
、
市
民
ぐ
る

み
で
施
策
を
遂
行
し
て
い
る
。
６
月
と
１１

月
に
「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
い
じ
め
等
防
止
ウ
ィ
ー
ク
」

事
業
を
実
施
。
い
じ
め
等
を
許
さ
な
い
、

な
く
そ
う
と
い
う
気
運
を
創
り
出
す
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
今
後
も
市
民
と
と
も

に
、
揺
る
が
ぬ
理
念
で
啓
発
及
び
解
決
に

向
け
て
、
庁
内
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
４
年
目
を
迎
え
新
た
な
お
も
い
に

つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　「
い
じ
め
」
を
広
義
に
と
ら
え
て
、

い
じ
め
の
本
質
を
理
解
し
、
ま
た
、
い
じ

め
等
を
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
す
る
事

が
肝
心
で
あ
る
。
今
後
も
内
容
を
変
更
す

る
こ
と
な
く
発
信
し
て
い
く
。
　（
市
長
）

　小
野
市
の
Ｐ
Ｒ
施
策
に
つ
い
て

　質
問
　
全
国
的
知
名
度
ア
ッ
プ
を
狙
い
と

す
る
、
小
野
市
の
Ｐ
Ｒ
施
策
に
つ
い
て
問

う
。

　答
弁
　
目
的
は
、
人
口
増
や
地
域
経
済
活

性
化
と
市
民
満
足
度
の
向
上
で
す
。「
市

職
員
す
べ
て
が
広
報
マ
ン
で
あ
れ
！
」
と

の
理
念
の
も
と
、「
広
報
お
の
」
や
市
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
充
実
、
観
光
戦
略
で
あ
る

「
お
の
恋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
展
開
、
そ

し
て
、
更
な
る
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
シ
テ
ィ
ー

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ
、
都
市
の
イ
メ
ー

ジ
を
、
様
々
な
方
と
理
念
を
共
有
す
る
中

で
、
協
働
し
て
Ｐ
Ｒ
広
報
活
動
に
取
り
組

み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
Ｐ
Ｒ
広
報
隊
と
し
て
「（
仮
称
）

お
の
恋
大
使
」
等
、
官
民
協
働
の
シ
ス
テ

ム
を
創
造
し
て
は
い
か
が
か
と
問
う
。

　答
弁
　
官
民
協
働
の
、
小
野
を
発
信
す
る

戦
略
会
議
の
立
ち
上
げ
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

「
お
の
恋
ブ
ラ
ン
ド
」
確
立
の
戦

略
に
つ
い
て

　質
問
　「
お
の
恋
」
の
位
置
付
け
に
つ
い

て　答
弁
　
小
野
ま
つ
り
に
お
い
て
「
お
の
恋

お
ど
り
」
を
開
始
し
て
１０
年
が
経
過
、
一

定
の
知
名
度
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
他
者
に
営
利
目
的
で
使
用
さ
れ
な
い
よ

う
に
保
護
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
お
の
恋
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
、
観
光

産
業
の
育
成
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て

い
く
た
め
、「
お
の
恋
」
の
名
称
を
商
標

登
録
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　「
お
の
恋
」
の
名
称
は
、
市
民
自
身
の

手
に
よ
り
大
き
く
変
え
ら
れ
た
小
野
市
を

象
徴
す
る
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
　（
市
当
局
）

　質
問
　
メ
デ
ィ
ア
戦
略
（
特
に
テ
レ
ビ
放

映
の
今
後
の
取
り
組
み
）
に
つ
い
て

　答
弁
　
今
年
度
か
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
、
サ
ン
テ
レ
ビ

な
ど
の
テ
レ
ビ
局
、
及
び
ラ
ジ
オ
局
を
定

期
的
に
訪
問
し
、
直
接
担
当
者
と
面
談
す

る
機
会
を
持
つ
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
取
り
上
げ
て

も
ら
え
る
か
を
絶
え
ず
認
識
し
、
担
当
課

と
情
報
の
共
有
に
努
め
て
い
る
。（
市
当
局
）

　認
知
症
・
う
つ
　
相
談
・
支
援
マ

ッ
プ
に
つ
い
て

　質
問
　
認
知
症
・
う
つ
　
相
談
・
支
援
マ

ッ
プ
」
発
刊
の
背
景
と
目
的
に
つ
い
て

　答
弁
　
認
知
症
状
が
確
認
さ
れ
る
高
齢
者

は
、
年
間
で
は
概
ね
１
０
０
名
程
度
増
加

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
大
半
が
８５
歳
以

上
の
高
齢
者
で
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を

踏
ま
え
、
認
知
症
の
早
期
治
療
と
介
護
ケ

ア
、
ま
た
、
家
族
支
援
な
ど
を
円
滑
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
安
全
・
安

心
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
、
初

期
症
状
や
関
わ
り
方
、
予
防
方
法
な
ど
の

正
し
い
知
識
の
普
及
、「
か
か
り
つ
け
医
」

な
ど
で
の
気
軽
な
相
談
を
含
め
、
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
、
９
月
に
「
相
談
・
支

援
マ
ッ
プ
」
を
全
戸
配
布
し
た
。（
市
当
局
）

前
田
光
教
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

藤
本
修
造
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ
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◎総務文教常任委員会◎
議案第６５号　一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定に

ついて

◎民生地域常任委員会◎
議案第６９号　新都市中央線整備事業工事請負契約について

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと決まりました。
　なお、議案第６９号を審査する過程において、議員から「新都市中央線が小
野工業団地までつながると、将来にわたって小野市に有形無形の恩恵をもた
らすものと考えられ、当局においては、計画どおりにこの事業が進捗するよ
うに今後とも努めていただきたい。」との意見が出されました。

◎総務文教常任委員会◎
議案第６４号　平成２３年度小野市一般会計補正予算（第５号）

◎民生地域常任委員会◎
議案第６４号　平成２３年度小野市一般会計補正予算（第５号）
議案第６６号　小野市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について
議案第６７号　小野市公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

の制定について
議案第６８号　北播肢体不自由児機能回復訓練施設事務組合わかあゆ園の共同

処理する事務の変更及び規約の一部変更について

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと決まりました。

◎総務文教常任委員会◎
議案第７１号　平成２３年度小野市一般会計補正予算（第６号）

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと決まりました。
　なお、議案第７１号を審査する過程において、議員から「小野東小学校の校
舎整備事業にあたっては、当該小学校の改修検討委員会や地域住民等の意見・
要望を十分反映させるなど、より良い校舎整備事業となるよう努めていただ
きたい。」との意見が出されました。

常任委員会の審査報告常任委員会の審査報告常任委員会の審査報告常任委員会の審査報告
≪各常任委員会に付託された議案≫

常任委員会の審査報告

小野市議会だより

１２月２６日開催

１２月２１日開催

１１月３０日開催

総務文教常任委員会 民生地域常任委員会
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①鹿児島県鹿屋市
鹿屋ブランド創出事業について

　地域の資源特性を生かした、
地域経済の活性化と競争力の向
上に向け、個々の特産物等のブ
ランド化だけでなく、地域の資
源や特性を集約して、地域の新
たな個性（地域ブランド）とし
て創出し、地域内外に強くアピ
ールすることにより、産業振興
や交流の促進など、地域経済の
活性化と競争力の向上への取組
みを行っている。

②熊本県八代市
小中一貫教育について

　子どもたちの限りない成長を
願い、児童生徒の心身の発達に
応じた適切な指導の在り方とし
て、「中１ギャップの解消」など、
より多くの効果が期待できる
「小中一貫・連携教育」を全小
中学校において実施することを
目指す。９年間を見通した系統
的・継続的な学習・生徒指導を
行い「生きる力」を育む。

③熊本県熊本市
買い物弱者対策事業費助成制度
について

　身近な商店の減少や高齢化の
進行等により増加している“買
い物弱者”（日常の買い物が困難
な状況に置かれた人）の利便性
を向上させる事業を、商店街等
の団体が単独、又は地域団体等
と連携して実施する場合に助成
を行い、やる気のある団体を支
援。

①第７回地域医療政策セミナー
（主催：全国自治体病院経営都市議会協議会）

（１）秋田県横手市　市立大森病院
　　院長　小野　剛　氏

　「夕暮れ診療」、「女性専用外来」の開設、
訪問診療、訪問看護、訪問リハビリテ
ーション、予防医療への対応など、地
域や患者のニーズを踏まえた診療体制
の整備を行なっている。

（２）講師　福井県おおい町　国民健康保険
　　名田庄診療所　院長　中村　伸一　氏

　「医療崩壊」などと言われているその
根底には患者側と医療者側の相互不信
がある。その大きな溝を埋めるには、「お
互い様」の心を持ち、相互信頼のもと
に医療という限られた公共財を守り支
えあうことが大切。中村講師の活動は、
ＮＨＫのテレビ番組『プロフェッショ
ナル　仕事の流儀』でも紹介された。

②静岡県富士宮市
フードバレー構想について

　アメリカのコンピュータ
ー産業の集積地「シリコン
バレー」に由来する「フー
ドバレー」の名称は、富士
宮市が美味しい食べ物、特
色ある食べ物、良い食べ物
が多く「食の集積地」とも
言えることから、「フード
バレー」と命名。平成１６年
から「フードバレー構想」を
掲げ、市民と生産者・ＮＰＯ・
企業・大学が連携し、市を
挙げて「食」のまちづくり
に取組む。

市民クラブ・公明党　会派視察報告市民クラブ・公明党　会派視察報告
平成23年8月9日(火)～11日(木)

平成23年10月24日(月)・ 25日(火)

【市民クラブ】
藤本修造・山中修己・岡嶋正昭
小林千津子・前田光教

【公明党】
川名善三・竹内　修
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改革クラブ　会派視察報告改革クラブ　会派視察報告
平成23年11月7日(月)・8日(火)

【改革クラブ】
加 島 　 淳 ・ 河 島 三 奈

宮崎県日向市、日南市
市民協働による街づくりの取り組みについて
　２０１１年１１月７日～９日まで改革クラブ研政クラブ無会派二名で、宮
崎県日向市、日南市、鹿児島県志布志市へ研修視察に行ってきました。
　日向市と日南市では市民協働による街づくりの取組みについて説
明を受けました。
　行政と市民、ＮＰＯ等との連携、協働により地域づくりは１０年
仕事と長いスパンで目標を掲げ、積極的に活動されていました。両
市とも市職員をまちづくり協議会に参加させることで事務的な補助
をおこない、的確な情報、アドバイスを提供するとともに、コスト
を抑えられるように考えられていました。
　特に日南市では行政依存からの脱却を目指し、「事業ありきの協
議会ではなく、地域の問題を考えなおして地域を育て、迫りくる過
疎化、少子高齢化に向け継続性のある活動を行うこと」を軸に子供
の意見も集約し、地域、個人の不安やニーズに沿えるよう努力され
ていました。
　一方で、地域別の取組みに対する温度差があり、これを調整する
のが大きな課題となっています。小野市においても同様の課題を抱
えています。今後も他自治体の取組みの検証を続け、問題解決に取
り組んでいきたいと思います。

研政クラブ　会派視察報告研政クラブ　会派視察報告
平成23年11月9日(水)

【研政クラブ】
松 井 精 史 ・ 松 本 英 昭
山 本 悟 朗 　 　 　 　 　

鹿児島県志布志市　伊崎田保育園
ヨコミネ方式保育園の取り組みについて

　２０１１年１１月７日～９日まで改革クラブ研政クラブ無会派二名で、宮
崎県日向市、日南市、鹿児島県志布志市へ研修視察に行ってきました。
　伊崎田保育園はヨコミネ式の教育法を実践している保育園で、全
国にその教育法を広めています。
　午前中は主に学習の時間となっていて、漢字の書き取り、算数の
加減乗除算、楽器の練習を行います。体操の時間には大人顔負けの
運動能力を見せてくれました。
　他の保育園と比較して、個々の保育士たちの能力がとりわけ高い
という印象は受けず、教育を進めるプログラムの作成が、他の保育
園とは異なっていることを学びました。
　園児の集中力が高く、学習中に私たち見学者がいても浮足立った
りはしません。「自分のやるべき事を理解しているから」と園長先
生から説明を受け、感心いたしました。
　園児の集中力を高め、可能性を最大限に引き出す教育方法は、今
後の市内の保育園教育のあり方や小野市の進める「１６か年教育」に
おいても参考になる点が数多くありました。
　今後さらに知識を深め、提案を実施していきたいと考えています。
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 議会運営委員会行政視察報告 議会運営委員会行政視察報告
平成23年7月28日(木)・29日(金)

三重県四日市市・滋賀県野洲市
議会基本条例、通年議会、常任委員会制について
　７月２８日（木）、四日市市議会を訪問し「基本条例、通年
議会、常任委員会制」について行政視察しました。四日市
市議会は、議会基本条例（平成２３年５月１日施行）を制定し
新たな取組みを始められています。
この条例の特徴は、議会のあるべき姿を基本方針に掲げ、
また、通年議会、反問権、文書質問などの事項を盛り込ん
でいます。特に、定例会を従来の年４回開催から年１回と
する「通年議会」は、全国の市議会で初の実施となるため、
これらを中心に説明を受け質疑などを行いました。
　次に、７月２９日（金）、野洲市議会を訪問し「議会基本条例、
市議会報」について行政視察しました。野洲市議会では、
議会基本条例（平成２３年４月１日施行）制定の経緯や今後の
取組み、及び市議会報の編集・発行について説明を受け意
見交換しました。
　小野市では、議会中継、質問内容の事前公開、ホームペ
ージによる新着情報の発信等により、開かれた議会を目指
して取り組んでいます。今後は、視察で学んだ事例を参考に、
より一層、議会の活性化に努めてまいります。

無会派　会派視察報告無会派　会派視察報告
①平成２３年１０月２４日（月）～２５日（火）
　（市民クラブ・公明党と一緒）
Ａ　第７回地域医療政策セミナー（東京都千代田区）
　地域医療の現状と「高い在宅死亡率と住民の絆」等
Ｂ　地域がつくるＢ－１グルメ（静岡県富士宮市）
　「フードバレーふじのみや」の推進体制等
②平成２３年１１月７日（月）～９日（水）
　（改革・研政クラブと一緒）
Ａ　協働のまちづくり（宮崎県日向市）
　ＮＰＯとの協働の推進。
　 地域コミュニティ組織制度やモデル地区での検証。
Ｂ　地域連携組織と地域づくり（宮崎県日南市）
　地域協議会設立から現在までの実践発表
Ｃ　伊崎田保育園ヨコミネ式教育法（鹿児島県志布志市）
子どもをやる気にさせる４つのスイッチ検証

〈まとめ〉テーマを
小野市が重点とし
ている「地域の活
性化」に絞り視察。
「地域の絆」が不
可欠であると共に
「若者や女性の参画」
にどう取り組むか
が「市民力」の向
上に繋がる。

①宮崎県日向市、日南市
　市民協働による
　街づくり活性化の推進について
　行政、市民、ＮＰＯが一体となり協働による
地域づくりを積極的に推進し、過疎化や少子高
齢化等、様々な問題解決に向け、行政側も可能
な限りの支援を行っており、本市においても参
考となる事例が多々あり問題解決に取組みたい
と思います。

②鹿児島県志布志市　伊崎田保育園
　ヨコミネ式教育法について
　兵庫県においても、この教育法を導入してい
る保育園もある。
　算数（小２程度）漢字書き取り、楽器演奏、
跳び箱等の体操等全てがすでに小学校低学年レ
ベルに達しており、
日々の訓練により、
やれば出来ると言
う印象を強く持ち
ました。
　これらを本市の
「１６か年教育」の
参考に各種提案し
たいと思います。

平成23年
11月9日（水）

平成23年
11月7日（月）・8日（火）

【無会派】中 井 澄 夫【無会派】高 坂 純 子
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セレモニーホールイメージ図

小野市議会だより

　緊急議案「（仮称）おのセレモニーホール建設（建築）工事請負契約について」の審査
をするため、１月２４日に市議会臨時会を開催し、総務文教常任委員会に審査を付託した後、
本会議において原案のとおり可決しました。

議 案 名　　（仮称）おのセレモニーホール建設（建築）工事
　　　　　　請負契約について

工 事 名　　（仮称）おのセレモニーホール建設（建築）工事

相 手 方　　三田市下田中字向井５６０番の４
　　　　　　但南建設株式会社　三田営業所
　　　　　　所長　三谷　禎久

契約金額　　２億４，６４３万５千円

≪総務文教常任委員会に付託された議案≫

議案第１号　（仮称）おのセレモニーホール建設（建築）工事請負契約について

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと決まりました。
　なお、議案を審査する過程において、議員から「今年秋のオープンに向けて、建築工事の進捗管
理のほか、共同事業者との協議を密にされるなど、市民が満足される施設となるよう、今後とも努
めていただきたい。」との意見が出されました。

（仮称）おのセレモニーホールの概要

１　敷地概要

　（１）場　　　所　　小野市敷地町１５０４－１
　（２）敷 地 面 積　　５，７４０．１４㎡

２　建物概要

　（１）規模・構造　　平屋建て鉄骨造
　（２）延 べ 面 積　　１，６１９．４２㎡
　（３）建 築 面 積　　１，７８５．２８㎡

３　開場予定　　平成２４年１０月

こんなことが決まりました。1月臨時会1月臨時会

大
池
周
辺
水
辺
公
園

大
池
周
辺
水
辺
公
園

やすらぎ広場
セレモニーホール建設地
やすらぎ広場
セレモニーホール建設地

ソロ池

うるおい交流館
（エクラ）
うるおい交流館
（エクラ）

イオン
小野店
イオン
小野店

市立図書館市立図書館

主要地方道三木宍粟線主要地方道三木宍粟線

きらら通りきらら通り

総務文教常任委員会



１４

小野市議会だより

議員研修会を継続開催しています議員研修会を継続開催しています

１０月２８日　船木浄水場視察 １１月１日　北播磨総合医療センター造成工事現場視察 １１月１日　新都市中央線完成予定地視察

７月２７日　神戸電鉄粟生線視察 ８月２２日　浄谷住宅造成工事現場視察 ９月１５日　台風１２号の災害現場視察

　小野市議会では、改選後の５月１日以降、６月、９月、１２月の定例会開催期間を除き、積極的に研修会を
開催しています。可能な限り現場に出て市政の現状を把握し、議員の資質と議会としての監視機能の向上
に取り組んでいます。常任委員会研修会には、所属する委員会以外の議員も積極的に参加しています。

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２

１３

１４
１５
１６�
１７�
１８
１９
２０
２１

２２

２３

２４

２５
２６

日　程 内　　　　　　　　　　　　容 参　加　者
５月２日
５月２日
５月６日
５月６日
５月１６日
５月１６日
７月１５日
７月１９日
７月２７日
８月１６日
８月２２日
８月２２日

８月２９日
～３１日

９月２日
９月１５日
１０月５日
１０月６日
１０月１９日
１０月２１日
１０月２８日
１０月２８日

１１月１日

１１月１６日

１１月１６日

１月１６日
１月２４日

小野市の概要について
議会運営・議員共済制度について
小野市の議会制度について
市議会をとりまく環境について
議会検索システムの利用について
情報セキュリティについて
こだまの森グランドゴルフ場増設工事について
水道料金及び下水道使用料の改定について
神戸電鉄粟生線について
国民健康保険制度について（国民健康保険制度の概要及び保険税について）
浄谷住宅地造成工事の進捗状況・浄谷南産業用地・浄谷黒川丘陵地について
小野市「教育の実践と評価」について

決算研修会

消防本部救急救助訓練視察
台風１２号による市内の被害状況現地確認
小野市の商工業の現状と課題について（小野商工会議所と合同研修）
「うるおい交流館エクラ」の管理運営と事業展開について
市民病院の運営状況と改革プランについて
小野市研究発表会でプレゼン発表
小野市の財政状況について
船木浄水場等現地視察

北播磨総合医療センター敷地造成工事の現地研修会
（工事進捗、防災工事、土地利用等）

コミュニティバス（らんらんバス）運行について

小野市の障害福祉・子育て支援について
（障害福祉制度の概要、障害者地域生活・相談支援センターの紹介及び事例紹介）

介護保険制度及び介護保険事業計画等について
消防の取組み及び「市民救命士研修」について

全　　　議　　　員
１ 期 議 員
全　　　議　　　員
全　　　議　　　員
１ 期 議 員
１ 期 議 員
民生地域常任委員会
民生地域常任委員会
全　　　議　　　員
民生地域常任委員会
総務文教常任委員会
総務文教常任委員会

全　　　議　　　員

全　　　議　　　員
全　　　議　　　員
民生地域常任委員会
総務文教常任委員会
民生地域常任委員会
全　　　議　　　員
総務文教常任委員会
民生地域常任委員会

全　　　議　　　員

総務文教常任委員会

民生地域常任委員会

民生地域常任委員会
全　　　議　　　員
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議会の傍聴にお越しください。議会の傍聴にお越しください。議会の傍聴にお越しください。議会の傍聴にお越しください。

○本会議の第２日（８日）、第３日（１２日）は、議員の一般質問があります。
　市長から提出された議案や、市政全般について一般質問を行い、市長及び市の幹部が答弁します。

　本会議を傍聴に来られた市民の皆さんに、本会議
の休憩時間をくつろいでいただけるよう、議場の隣
接会議室を利用して、休憩室を設けています。
　休憩室の設置は、一般質問のある８日（木）と１２日（月）
の２日間です。部屋には、セルフサービスのお茶も
用意しています。

３月定例会は、下記の日程で開催いたします。

3月 8 日（木）
3月12日（月）

○一般質問が行われる8日（木）、12日（月）の午前中は、
　「託児コーナー」を開設します。
　満1歳から就学前までのお子さんをお持ちの保護

者の皆さんも議会を見ていただくことができます。
ご希望の方は、2月29日（水）までに議会事務局ま
で電話でお申し込みください。

小野市議会だより

小野市研究発表会に小野市議会として初参加

　10月21日（金）17時45分から、平成23年度　小野市
研究発表会が、伝統産業会館で開催されました。� 
　これまで、市職員の研究発表の場として開催され
てきましたが、今年からは職員以外にも参加を求め、
NPO法人北播磨市民活動支援センターなども参加さ
れました。�
　今回小野市議会として初めて参加し、これまで市
議会が取り組んできた議会改革の流れをパワーポイ
ントを使い、参加した約300人の市民の方や市職員
にプレゼンテーションにより説明を行いました。�   
　今回の発表資料は、企画・パワーポイント作成・
説明など16名の議員全員が結集して作成したものです。
　今後も開かれた議会をめざして、チャレンジし続
ける小野市議会としての決意も述べました。�   

「開かれた議会」

平成１１年　５月　議長立候補制の導入
平成１２年　６月　会議録検索システム
　　　　　　　 インターネット上で公開
平成１３年１２月　インターネットによる本会議放映
平成１４年１２月　議員一人一台パソコン配備
　　　　　　　 ⇒議会グループウェア導入
平成１５年１２月　議員所有の携帯電話へ
　　　　　　　 スケジュールの配信
平成１８年　６月　傍聴者の託児コーナーを開設
平成２０年　９月　議場に大型ディスプレー設置

「議会改革」

議員定数の削減

常任委員会研修会の開催

決算特別委員会の廃止（決算研修会で調査）

２０１１年９月の決断（台風による日程の延期）

議員と議会事務局との連携
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【11月】�
１日　議員研修会
２日　大分県豊後大野市行政視察来市
７日～９日　研政クラブ・改革クラブ等会派行政視察
　　　　　（日南市・日向市・外）
９日　大阪府熊取町行政視察来市
１０日～１１日　全国市議会議長会相談役会（東京）
１１日　北播政経懇話会（西脇市）
１３日　市民文化賞表彰式
１４日　静岡市行政視察来市
１５日　山形県天童市行政視察来市
１６日　民生地域常任委員会研修会
　〃　 総務文教常任委員会研修会
　〃　 小野加東住民大会
１７日～１８日　全国市議会議長会正副会長会議（八王子市）
２２日　議会運営委員会・議会報編集委員会�  
　〃　 全国市議会議長会（東京）�  
２３日　小野市ひまわり杯ジュニアバレーボール大会�  
２６日　心あったかフォーラム�  
　〃　 黒川西土地区画整理組合設立総会�  
　〃　 洲本市市制５周年記念式典（洲本市）�  
３０日　本会議（第１日目）�  
　〃　 総務文教常任委員会・民生地域常任委員会�  
　〃　 議会運営委員会
【12月】�
８日　小野加東広域事務組合議会�  
１０日　女性フェスティバル�  
１４日　北播衛生事務組合議会（加東市）�  
１５日　議員協議会�  
１６日　本会議（第２日目）�  
１８日　小野市美術展表彰式�  

１９日　本会議（第３日目）�  
　〃　 議会運営委員会�  
２１日　総務文教常任委員会・民生地域常任委員会�  
２６日　本会議（第４日目）�  
　〃　 総務文教常任委員会�   
【1月】�
５日　新年交歓会�  
６日　新春互礼会�  
　〃　 金物卸商業協同組合新年会�  
９日　成人式�  
１３日　匠工業会新年交歓会�  
１６日　民生地域常任委員会研修会�  
１９日　近畿市議会議長会支部長会議（大阪市）�  
　〃　 議会運営委員会�  
　〃　 市議会報編集委員会
２０日　北播磨総合医療センター起工式 �  
　〃　 兵庫県市議会議長会理事会（篠山市）�  
　〃　 北播政経懇話会（加西市）�  
２３日　全国市議会議長会（東京）�  
２４日　臨時議会
　〃　 議員研修会�  
２５日　東播・淡路市議会議長会定例会（淡路市）�  
２６日～２７日　全国市議会議長会正副会長会議（宗像市）�  
２９日　ＯＮＯ　ＲＡＮ　ラン　ＷＡＬＫ  

◎議会の動き◎◎議会の動き◎◎議会の動き◎

自宅にいながら議会の傍聴
インターネットで市議会の
中継が見られます。

小野市議会だより

■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３－１００６　FAX.６３－４１０８■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３－１００６　FAX.６３－４１０８

小野市議会では、毎年全国の議会から行政視察の受け入れを行っています。
今年度も、「行政経営」や「小野市の教育」について１３件の視察を受け入れています。

今年度も続々来市　～全国から小野市へ行政視察～

１１月２日　大分県豊後大野市
「行政経営について」

１０月２１日　埼玉県久喜市
「小中連携について」外

１０月２７日　多可町
「上下水道の外部委託について」

小野市議会HP

LIVE市議会中継

市議会中継

⇒
⇒

５月２０日
７月２５日
８月１日
１０月５日
１０月６日
１０月１９日
１０月２１日
１０月２７日
１０月３１日
１１月２日
１１月９日
１１月１４日
１１月１５日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３

鹿児島県
岡 山 県
岡 山 県
鹿児島県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
兵 庫 県
兵 庫 県
大 分 県
大 阪 府
静 岡 県
山 形 県

指　宿　市
備　前　市
井　原　市
日　置　市
北　本　市
川　越　市
久　喜　市
多　可　町
養　父　市
豊後大野市
熊　取　町
静　岡　市
天　童　市

総務水道委員会
議会運営委員会
総務文教委員会
議員
総務文教常任委員会
文化教育常任委員会
文教常任委員会
生活環境常任委員会
議会運営委員会
総務常任委員会
総務文教・事業厚生常任委員会
自民党
総務教育常任委員会

行政経営について
議会改革について
行政経営について
男女共同参画の取組みについて
不登校ゼロ運動について
ＮＰＯとの協働のまちづくりについて
小中連携について・ＩＣＴ教育について
上下水道の外部委託について
議員定数と報酬について
行政経営について
行政経営について
おの検定と１６か年教育について
行政経営について

視察日 都道府県 自 治 体 委　員　会　等 内　　　　　容


